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１．概要（Summary） 

骨造成に利用されるチタンメンブレンの軟組織への十

分な生着には、チタン表面へのコラーゲンコーティングが

必要であるとされている。チタン表面へのコラーゲンコー

ティング方法を確立するため、今回広島大学ナノデバイス

研究所の設備を利用し、コラーゲンコーティングチタンを

検証した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

Ｘ線光電子分光装置 

【実験方法】 

表面のみをサンドブラストにより研磨し、オゾン照射した

チタンディスクにメタクリル酸コラーゲンを浸漬し、異なる

UV 照射時間(300s、600s)で作成した各コラーゲンコー

ティングチタンディスクの表面および裏面をX線光電子分

光装置にかけ、表面分析を行った。また、未研磨のチタン

ディスクにも同様の処理を行い、表面分析を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

研磨試料の分析結果から，表面はＵＶ照射されていな

い裏面と比較してTiが多く検出された。(Fiｇ.1) 一方で、

未研磨試料では表面と裏面で Ti の検出に差がなかった。

(Fig.2) よって、メタクリル酸化コラーゲンの接着は研磨が

有効ことが示唆された。また、ＵＶ照射時間３００秒および

６００秒の試料には、Ｔｉの検出にほとんど差はなかった。

(Fig.3) このことから、メタクリル酸化コラーゲンの接着に

ＵＶ照射時間の影響は小さいことが示唆された。 

 

４．その他・特記事項（Others）  無し。 

 

 

  

Fig.1 Polished sample（@UV irradiation 600s） 

 

  

Fig.2 Unpolished sample（@UV irradiation 600s）  

 

 
 

Fig.3 Polished sample（@UV irradiation 300s） 
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